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まっか は い 

予が 寄宿生と なりて 松 川 私塾に 入りたり し は、 英語 

を 学ば むた めにあらず、 数学 を 修めむ ために あらず、 

た ひそか 

なほ 漢籍 を 学ばむ ことに も あらで、 他に 密 に 期す る 

ことの ありけ るな リ。 

かしう ふるでら まち リゃ うどな リ な いちう たいか 

加州 金沢巿 古寺 町に 両 隣 無き 一 宇の 大廈 は、 松 山 

なにがし もと はたの い 

某 が、 英、 漢、 数学の 塾 舎と なれり。 旧 は 旗 野と 謂 

せんごく どリ やかた 

へりし 千 石 取の 館に して、 邸内に 三 件の 不思議 ぁリ、 

ちてん じょう あかずの ま これ 

血 天井、 不開 室、 庭の 竹藪是 なり。 

事の 原由 を尋 ぬるに、 旗 野の 先住に、 何某と かや 酃 



もの ゝふ あや 

ひし 武士の ありけ るが、 過 まてる こと ありて 改易と な 

やしき くに ざ かひ そのし つ 

り、 邸 を 追 はれて 国境より ぞ放 たれし。 其 室 は 当時 

かちう きこ をん なご ころ おも ひつ 

家中に 聞え し 美人な りしが、 女 心 の 思 詰めて 一 途に 

くち をし われ えいせい このところ と > 

家 を 明 渡す がロ惜 く、 我 は 永世 此処に 留まりて、 外へ 

い その とぢ こも ぢ やう おろ のち 

は 出で じと、 其 居間に 閉 籠り、 内より 鎖 を 下せし 後 は、 

如何 かしけ む、 影 も 形 も 見えず なりき。 

そのの ち この や すま しつ そのみ 

其 後 旗 野は此 家に 住 ひつ。 先住の 室が 自ら 其 身 を 封 

じたる 一室 は、 不開 室と 称へ て、 開く こと を 許さず、 

はた 視 くこと を も 禁じた リ けリ。 

然るから に 執念の 留まれる ゆ ゑに や、 常に は然 せる 

くわい こ うぢう きつじ ごと しう./.,.^ 

怪無 きも、 後 住なる 旗 野の 家に 吉事 ある 毎に、 啾々 た 



をん な なき ご ゑ ふしゃう 

る 婦人の 泣 声、 不開 室の 内に 聞え て、 不祥 ある 時 は、 

さも 心地好げ に 笑 ひしと かや。 

いちにん せ ふ むら かぎりな 

旗 野に 一 人の 妾 あり。 名 を 村と いひて 寵愛 限 無 かり 

あると し なかば ゆ ふだち あと さや てら きたむき 

き。 一年 夏の 半、 驟雨 後の 月影 冴 かに 照して、 北 向の 

なご リ しづく しらたま こぼ 

庭なる 竹 藪に 名残の I 卞、 白玉の そよ 吹く 風に 溢る、 

風情、 また ある まじき 観な りければ、 旗 野 は 村に 酌 を 

取らして、 夜 更るを 覚え ざり き。 

す こ そのよ さわ や きょう 

お 村 も 少しくなる 口なる に、 其 夜 は心爽 ぎ、 興 も 

また のみす ご いた ゑ ひと 

亦 深 かりければ、 飲 過して 太く 酔 ひぬ。 人 静まりて 月 

ものすご やう やさ かづき ふしど 

の 色の 物凄くな りけ る 頃、 漸く 盃 を 納めし が、 臥 戸 

い か はや のぼ たす 

に 入る に 先立ちて、 お 村 は 厠 に 上らむ とて、 腰元に 扶 



けられて 廊下 伝 ひに 彼不開 室の 前 を 過ぎけ るが、 酔 心 

きも ふと た、 

地の 胆 太く、 ほと/ \ と 板戸 を敲 き、 「この 執念深き 奥 

方、 何とて 今宵に 泣きた ま はざる」 と 打 笑 ひける ほど 

なまぬる たづ さ てしょく 

こそ あれ、 生温き 風 一 陣吹 出で、 腰元の 携 へたる 手燭 

を 消したり。 何物に か 驚かされ けむ、 お 村 は 一 声き や 

つと 叫びて、 右側なる 部屋の 障子 を 外して 僵れ 入る と 

共に、 気 を 失 ひて ぞ 伏したり ける。 腰元 は 驚き 恐れ 

つ、 件 の 部屋 を視 けば、 内に は 暗く 行灯 点りて、 お 村 

はぎ あら は よこた かたはら いちにん 

は 脛 も 露に 横 はれる 傍に、 一人の 男 ありて 正体 も 

けだし この や さきに 

無く 眠れる は、 蓋此 家の 用人なる が、 先刻 酒席に 一 座 

ゑ ひす ご い 

して、 酔 過して 寝ね たる なれば、 今お 村が 僵れ 込みて、 



己が 傍に 気 を 失 ひ 枕 をなら ベて 伏したり とも、 心 着 

さま この はる 

かざる 状に なむ。 此腰 元は 春と いひて、 もとお 村と は 

ちょう なりすま 

朋輩な りしに、 お 村 は寵を 得て お 部屋と 成 済し、 常に 

あご も くち をし か 

頓 以て 召使 はる、 を 口 fH くて ありけ るに ぞ、 今 斯く偶 

然に枕 を 並べた る r 一人が 態 を 見る ょリ、 悪心 むらむ 

おこ い わざ ともしび ほのか 

らと 起り、 介抱 もせず、 呼び も 活けで、 故と 灯火 を微 

た ほく そ *s 

にし、 「かくて は 誰が 眼に も ：•：• 」 と北叟 笑みつ、、 

しのび たちい あるじ ね や はし リゅ ゑ ひふ 

忍 やかに 立 出で、 主人の 閨に 走行き て、 酔 臥した る を 

揺 覚まし、 「お 村 殿に は 御用 人 何某と 人目 を 忍ばれ 

候 〔# 「候」 は 底本で は 「侯 匕」 と 欺きければ、 短慮 

無謀の 平素 を、 酒に 弥 暴く、 怒気 烈火の 如く 心頭に 発 



おろか ひ る 

しぞ 愚な りけ る。 午前 少しく 前の ほど、 用人の 死骸 

を 発見した る 者 ありて、 上 を 下へ とかへ せし が、 主人 

てうち 

は 少しも 騒ぐ 色な く、 「手 討に したり」 とば かりにて、 

てつ *、 き ゆうべ 

手続 を 経て こと 果てぬ。 お 村 は 昨夜の 夜半より、 藪の 

まなか うちこ か 

真中に 打 込まれ、 身動き だに もなら ざるに、 酒の 香 を 

慕 ひて 寄 来る 蚊の 群 は 謂 ふ も 更なり、 何十 年 を 経たり 

てんじつ おお ひかく なほ くら 

けむ、 天日 を蔽 隠して 昼猶 闇き 大藪 なれば、 湿地に 生 

むらが 

ずる 虫 どもの、 幾 万と も 知れず 群り 出で て、 手足に 取 

着き、 這懸 り、 顔と も 謂 はず、 胸と も 謂 はず、 むず く 

と 往来し つ、 肌 を 嘗められ、 血 を 吸 はる ゝ 苦痛 は 云 ふ 

も だ くるし 

ベく も あら ざれば、 悶え 苦み、 泣き叫びて、 死なれぬ 



業 を 歎きけ るが、 漸次に 精 尽き、 根 疲れて、 気の 遠く 

かれ いみきら へぴ のた る 

なリ 行く にぞ、 渠が 最も 忌 嫌へ る 蛇の 蜿蜒 も 知ら ざり 

げ うかう たま を 

し は、 せめても の 僥倖な リ、 されば 玉の緒の 絶えし に 

うつ、 がう きふ をん な ひね もす 

あらねば、 現に 号泣す る 糸より 細き 婦人の 声 は、 終日 

や ひま 

休む 間な かりし とぞ。 

其 日 も 暮れ、 夜に 入りて 四辺の 静 になる につれ、 お 

ひくわん さ がた たま リか 

村が 悲 喚の 声 冴えて 眠り 難き に、 旗 野の 主人 も堪 兼ね、 

うるさ はしりい 

「あら 煩悩し、 いで 息の根 を 止めむ ず」 と 藪の 中に 走 入 

をん な ひき い そうしん は 

り、 半死半生の 婦人 を 引出 だせば、 総身 赤く 腫れた る 

しはん/ \ あと あ ありさま 

に、 紫斑々 の痕を 印し、 眼 も 中 てられぬ 惨状な り。 

かくても 未だ 怒 は 解けず、 お 村の 後手に 縛りた る 



はし なげし くぐ つり さ 

網の 端 を 承 塵に 潜らせ、 天井より 釣 下げて、 一 太刀 

きリ つ 

斬附 くれば、 お 村 はは ッと 我に 返りて、 「殿、 覚えて お 

おんみ わら は 

はせ、 御身が 命 を 取らむ まで、 妾 は 死な じ」 と 謂 はせ 

かう ベ うちおと むくろ 

も 果てず、 はたと 首 を 討 落せば、 骸は 中心 を 失 ひて、 

ま つ さかさま か、 と 

真逆様に なりけ るに ぞ、 踵 を 天井に 着けたり しが、 

ちし ほ さきに はぎ そ 

血汐は 先刻 脛 を 伝 ひて 足の裏 を 染め たれば、 其が 天井 

うらみ けっぱん お 

に 着く とともに、 怨恨の 血判 二つ をぞ捺 したりけ る。 

此 一 念の 遺物 拭 ふに 消えず、 今に 伝へ て 血 天井と 謂 ふ。 

人 を 殺す にも 法 こそ あれ、 旗 野が お 村 を 屠りし 如き 

は、 実に 惨 中の 惨なる ものな り。 家に 仕 ふる 者 ども、 

かけつ おそれ と > 

其 物音に 龃附 けし も、 主人が 血相に 恐 をな して、 留め 



お 村が 虐殺に 遭 ひしより、 七々 日に あたる 夜半な 

か はや おきい か ヘリ ね ぼ 

りき。 お 春 は 厠に 起 出で つ、 帰に は 寝惚けた る 眼の 

とまど かの い に はか 

戸惑 ひして、 彼 血 天井の 部屋へ 入りに き。 それと 遽 

こ 、ろづ あたま 

に 心 着けば、 天窓より 爪先 ま で 氷 を 浴ぶ る 心地して、 

歯の根 も 合 はず 戦きつ ゝ、 不気味に 堪 へ ぬ 顔 を 擡げて、 

ぼんぼり かすか あしあと あ ふぎみ 

手燭の 影幽に 血の 足 痕を仰 見る 時し も、 天井より 糸 

いっぴき たれさが とりつ 

を 引きて 一 疋の 蜘蛛 垂下り、 お 春の 頰に取 着く にぞ、 

たちすく のん ど せな 

あと 叫びて 立 竦める、 咽喉 を 伝 ひ 胸に 入り、 腹より 背 

は ひま は え も だ こくう つか 

に 這 廻れば、 声 を も 得 立 て ず 身 を 悶え 虚空 を摑 みて 

くるし た ふ よふけ 

苦み しが、 はたと 僵れて 前後 を 失 ひけり。 夜 更の事 

J これ あし-. こ みつ けこ 

とて 誰も 知らず、 朝に なりて 見 着けた る、 お 春の 身体 



そのいへ たえ 

ば、 やがて 其 家 は 断絶に けり。 

す さい さま. t\ 

数 歳の 星霜 を 経て、 今 松 川の 塾と なれる まで、 種々 

すみか は ひとつき ゐ 

人の 住替 りしが、 一 月 居し は 皆無に て、 多き も 半月 を 

はな は ひとよ 

過ぐ る は 無し。 甚だしき に 到りて は、 一夜 を 超えて 

かしこ すま か は 

引越せし も あり。 松 川 彼処に 住 ひて より、 別に 変り し 

ふたつき おちつ 

こ ともなく、 二月 余 も 落着け る は、 いと 珍しき ことな 

きんりん うは さ 

りと、 近隣の 人 は 噂せ り。 さりながら はじめの 内 は 

じふい くたり け うぢ やういた ふたり みたり 

十 幾人の 塾生 ありて、 教場 太く 賑ひ しも、 二人 三人と 

はてい ち にん のち ひるう ち 

去りて、 果は 一人 も あらず なりて、 後に はた > 昼の 間 

通学生の 来る のみに て、 塾生 は 我 一人な りき。 

すで 

前段 既に 説け るが 如く、 予が此 塾に 入りたり し は、 



いぎ やう あまもり ほの み せま 

異形なる 雨 漏の 壁に 染みた るが 仄 見えて、 鬼気 人に 逼 

すな は すきみ 

るの 感 あり。 即ち 隙 見した る 眼の 無事なる を 取 柄に 

なんら きびす 

して、 何等の 発見せ し 事な く、 踵 を 返して 血 天井 を 見 

る。 こ、 も 用 無き 部屋 なれば、 掃除せ しこと も あらず 

ちリ ほこ リ ねずみ ふんう つば リ うづた か 

と 見えて、 塵埃 床 を 埋め、 鼠の 糞 梁 に堆 く、 障 

5 すま すゝ +5 

子 襖 も 煤 果てたり。 そ こぞと 思 ふ 天井 も、 一面に 黒 

とし ふ いづこ さらしな 

み 渡りて、 年 経る 血の 痕の 何処か 弁じが たし、 更 科の 

月 四角で もなかり けり、 名所 多く は 失望の 種と なる。 

され どな ほ 余す ところの 竹 藪 あり、 蓋し 土地の人 は 

や はた ものすご 

八幡に 比し、 恐れて 奥 を 探る 者 無く、 見る から 物凄き 

白日 闇の 別天地、 お 村の 死骸 も 其処に 埋めつ と 聞く ほ 



いわかた ま したく とり か、 

どに、 うかと は 足 を 入 難し、 予 は先づ 支度に 取懸れ り。 

誰に か棄 てられけ む、 一 頭 流浪の 犬の、 予が 入塾の 

しば^,^.' ていぜん ぃリ きた ゑ あさ 

初より、 数々 庭前に 入来り、 そこ はかと 餌 を 裏る あり。 

かう ベ な せな さす 

予は 少しく 思 ふよし あれば、 其 頭 を 撫で、 背 を 摩りな 

なれち かづ まかな ひ さ 

どして 馴近 け、 賄 の 幾分 を 割きて 与 ふること 

リ やうさん じ つ しんじ 

両三日、 早く も 我に 臣事して、 犬 は 命令 を 聞くべく な 

れり。 

四 

水曜日 は 諸 学校に 授業 あるに 関らず、 私塾 大&は 



休暇な り。 予は 閑に 乗じ、 庭に かで て 彼の 竹 藪に 赴け 

しか かね せきこう あ ならお 

リ。 然るに 予てより 斥候の 用に 充てむ ため 馴し 置きた 

このと きを リ きた かれ 

る 犬の 此 時折よ く 来りければ、 彼 を 真 先に 立た しめて 

だいたん い ゆ いま いくばく 

予は 大胆に も 藪に 入れり。 行く こと 未だ 幾 干なら ず、 

予に 先む じて 龃 込みた る 犬 は 奥深く 進みて 見えず なり 

しが、 哬呀 何事の 起り しぞ、 乳 虎一 声高く 吠えて 藪 中 

に はか もの さわ その ひ>き まん さう ちくえ ふ あ ひふ 

俄に 物騒がし、 其 響に 動揺せ る満 藪の 竹 葉 相 触れて 

ざ わ/^/ \ と 音したり。 予は ひや リ として 立 停まり 

や、 かけき た せんく わ 

ぬ。 稍 ありて 犬 は 奥より 龃 来り、 予が 立てる 前 を 閃 過 

おもて とびい けんまく 

して 藪の 外へ 飛 出 だせり。 其 剣幕に 驚き まど ひて 予 

も 慌たゾ しく 逃 出 だし、 只 見れば 犬 は 何やらむ 口に 銜 



いちび う を 

へて 躍り 狂 ふ、 こ は 怪し 口に 銜 へたる は 一尾の 魚な り、 

そ も 何ぞと 見む と 欲して 近寄れば、 獲物 を 奪 ふと や 思 

ひけむ、 犬 は 逸 散に 逃 去りぬ。 予は 茫然と して 立ちた 

す ま るゐ 

りけ るが、 想 ふに 藪の 中に 住居へ る は、 狐 か 狸 か 其 類 

かや つ おび や きん リん ぬすみき た 

ならむ。 渠奴 犬の 為に 劫かされ、 近 鄰ょリ 盗 来れる 

おひる き は さ 

午 飯 を 奪 はれし に 極まりたり、 然 らば 何 ほどの こと や 

ある、 と爰に 勇気 を 回復して 再び 藪に 侵入せ リ。 

で ふす ゐ じまん しのつ 

畳 翠滋蔓 繁茂せ る、 竹と 竹との 隙間 を 行く は、 篠突 

く 雨の 間 を 潜りて 濡れ まじと する の 難き に i: たリ。 進 

退 頗る 困難なる に、 払 ふ 物 無き 蜘蛛の巣 は、 前途 を羅 

ごと く ちな は きら め とかげ 

して 煙の 如し。 蛇 も 閃きぬ、 蜥蜴 も 見えぬ、 其 他の 



しっちう ぐん じう わう かう ち さま ひとめ 

湿 虫 群 をな して、 縦横 交馳し 奔走せ る 状、 一 眼 見る だ 

まく i をん な 

に 胸 悪き に、 手足 を 縛され 衣服 を剝 がれ 若き 婦人の 

ふとりじし さかし ほ かかう 

肥 肉 を 酒 塩に 味 付けられて、 虫の 膳部に 佳肴と なり 

しお 村が 当時 を 憶 遣りて、 予は思 はず も 慄然たり。 

もと き かた ふリか へ 

こ、 はや 藪の 中央なら むと 旧来し 方 を 振 返れば、 真 

さも に なにほど 

昼 は 藪に 寸断され て 点々 星に 髡髴 たり。 なほ 何程の 奥 

ゆくて なが とき そのと き げん /\ 

や あると、 及び腰に 前途 を視 む。 時 其 時、 玄々 不可 思 

あか うしろむき 

議 奇絶怪 絶、 紅き もの ちらりと 見えて、 背 向の 婦人 

一 人、 我 を 去る 十 歩の 内に、 立ちし は 夢 か、 幻 か、 我 

うつ、 ごころ ひとあし ひつ さが 

はた 現 心 になり て 思 はず 一 歩 引退れ る、 とたんに 

こなた め くち はな まゆ い か た > 

此方 を 振 返りし、 眼 口 鼻 眉 如何で 見分けむ、 唯、 丸顔 



ましろ い 

の 真白き 輪郭ぬ つと 出で しと 覚えし まで、 予が 絶叫せ 

きこ ことば い 

る 声 は 聞え で 婦人が 言 は 耳に 入りぬ、 「こや 人に 説 ふ 

なか わら は こ 、 

勿れ、 妾が 此処に ある こと を」 一種 異様の 語気 音調、 

み、 たぶ し わた まなこ 

耳朶に ぶんと 響き、 脳に ぐ わらくと 浸み 渡れば、 眼 

くら こ，.' ろき そら ただよ 

眩み、 心 消え、 気 も 空に なり 足漾 ひ、 魂 ふら/ \ と 

もぬけ から 

抜 出で て 藻 脱と なりし 五 尺の 殻の 縁側まで 逃げた る は、 

えきか さ つ 

一 秒 を 経ざる 瞬間な りき。 腋下に 颯と 冷汗 流れて、 

じゅばん せな は ひきこも 

襦袢の 背 はしと、 > '濡れたり。 馳 せて 書斎に 引 籠り 机に 

なげか つ しばらく 

身 をば 投 懸けて ほっと 吐く 息 太く 長く、 多 時 観念の 

まなこ 

眼 を閉ぢ しが、 「さても 見 まじき もの を 見たり」 と 声 

を 発して 眩き ける。 「忍 ぶれ ど 色に 出に けり 我 恋 は」 



と 謂 ひし は 粋なる 物 思 ひ、 予 はまた 野暮なる 物 思 に 

ほ あ を む 19 力 へ 

臆病の 色頰に 出で て 蒼くな りつ ゝ結 ぼれ 返る を、 物 や 

思 ふと 松 川 はじめ 通学生 等に 問 はる、 度に、 口の端む 

ず /\ する まで 言 出 だした さに 堪 ざれ ども、 怪しき 婦 

いまし な い み、 もと 

人が 予を 戒め、 人に 勿 謂 ひそと 謂へ りしが 耳許に 残 

り 居りて、 語 出で むと 欲する 都度、 おのれ 忘れし か、 

秘密 を 漏らさば、 活けて は 置か じと 囁く 様に て、 心 済 

きく わい 

まねば 謂 ひも 出で ず、 もし それ 胸中の 疑 碗 を 吐きて 智 

をし へ う きょうきんすな は はる ひら とみ 

識の教 を 請けむ に は、 胸襟 乃ち 春 開けて 臆病 疾に 

癒えむ と 思へ ど、 無形の 猿轡 を 食 まされて 腹の ふく 

る、 苦し さよ、 斯くて 幽玄の 裡に 数日 を閲 せり。 



いっせき たんしん はいばん 

一 夕、 松 川の 誕辰な りと て 奥座敷に 予を 招き、 杯盤 

しゅかう すゝ けんしう すくわい だいたん もの 

を排し 酒肴 を薦 む、 献酬 数回 予は 酒と いふ 大胆 者に、 

せきじつ や、 だんわ ついで 

幾分の 力 を 得て 積 日の 屈託 稍 散 じぬ。 談話の 次 手に 松 

川が 塾の 荒涼たる を 歎ち しょり、 予は 前日 藪を検 せし 

一切 を 物語らむ と、 「実は …… 」 と 僅に 言 懸けけ る、 

まさ しう /(^ なき ご え 

正に 其 時、 啾々 たる 女の 泣 声、 針の 穴 を も 通らむ ず 糸 

それ ひと 

より 細く 聞え にき。 予は其 を 聞く と 整し く 口 をつ ぐみ 

しょげ かへ しゅんう あたか せう/ \ 

て 悄気 返れば、 春雨 恰も 窓外に 囁き 至る、 瀟々 の 音に 

ちょうう たんたん きふ おん あやし 

和し、 長 吁短歎 絶えて また 続く、 婦人の 泣音怪 むに 堪 

へたり。 



漸く 少しく 眠気 ざし、 精神 朦々 として 我我 を 弁ぜず、 

いは ゆる むげん き やう とき い しつ ふすま 

所謂 無 現の 境に ぁリ。 時に 予が 寝ね たる 室の 襖の、 

スッ とば かりに 開く 音せ り。 否 唯 音の したりと 思 へ る 

た おきな ほ 

のみ、 別に 誰 そやと 問 ひもせ ず、 はた 起 直りて 見む と 

を さ 

もせず、 うつら /\ となし 居れり。 然るに また 畳 を 

すりく あしおと きこ ちんとう け は ひ 

摺 来る 跫音聞 えて、 物 ぁリ、 予が 枕頭に 近寄る 気勢す、 

ひっかへ しばらく きた 

はてなと 思 ふ 内に 引返せり。 少時して また 来る、 再び 

引返せり、 三 たびせり。 

こ- まなこ 

此に 於て 予は 猛然と 心 覚めて、 寝返りし つ ゝ眼を 

みひら ふといつ けん あ を ほと んぜっ 

睜き、 不図 一見して 蒼くな りぬ。 予は 殆ど 絶せ むと 

せり、 そ も 何者の 見えし とする ぞ、 雪 もて 築け る 裸体 



をん な ごと ともしび もうろう 

の 婦人、 あるが 如く 無き が 如き 灯 の 蔭に 朦朧と 乳房 

の あたり ほの 見えて 描け る 如く ノィ めり。 

予は 叫ばむ とする に 声 出で ず、 蹶起き て 逃げむ と 急 

ばんじゃく いちざ え 

るに、 磐石 一座 夜着 を 圧して、 身動きさへ も 得なら ね 

ば、 我 ある こと を 気取らる まじと、 愚 や 一 縷の 鼻息 だ 

もせず、 心中に 仏の 御名 を唱 へながら、 戦く 手足 は 夜 

着 を 煽りて、 波の 如くに 揺らめいたり。 

婦人 は予を 凝視む る やらむ、 一 種の 電気 を 身体に 感 

ひとき は よだ も 

じて 一際 毛穴の 弥 立てる 時、 彼 は 得 もい はれぬ 声を以 

て 「藪に て 見し は此 人な り、 テモ 暖かに 寝た る 事よ」 

つぶや きこ 

と 眩け るが、 まざ/ \ と 聞 ゆるに ぞ、 気 も 魂 も 身に 添 



ひとす くみ 

はで、 予は 一 竦 に 縮みたり。 

か ふすま 

斯くて 婦人が 無体に も予が 寝し 衾 を かゝげ つ、、 

つ ごむ だま とびあが し つ 

衝と身 を 入る、 に 絶叫して、 護謨 球の 如く 飛 上り、 室 

おもて まろびい ひっせい こ えんま 

の 外に 転出で て 畢生の 力 を 籠め、 艷魔を 封ず るかの 

おさ みずから わざ 

如く、 襖 を 圧へ て 立ちけ るまで は、 自分な せし 業と は 

きねん こら しんぶつ 

思 はず、 祈念 を 凝せ る 神仏が しかな さしめ し を 信ず る 

f , ) o 

なリ 

ぶる ひ ぶる ひ 

寒さ は 寒し 恐し さに がた く 震 〔# 「がた く 震」 

や つ ひ 

は 底本で は 「がた く 震 ぶる ひ 匕 少しも 止まず、 遂に 

しの、 め たちすく あた リ 

東雲まで 立 竦みつ、 四辺の しらむ に 心 を 安んじ、 圧へ 

ふしど もぬけ 

たる 戸 を 引 開 くれば、 臥 戸に は 藻 脱の 殻の み 残りて 我 



も 婦人 も 見え ざり けり。 其 夜の 感情、 よく 筆に 写す を 

得ず、 いかむ となれば 予は 余りの 恐し さに 前後 忘却し 

たれば なり。 

さ ぉぢけ つ 

然ら でも 前日の 竹 藪 以来、 怖 気の 附 きたる 我なる に、 

さくや きも しじゅく たま 

昨夜の 怪異に 胆を 消し、 もはや 斯 塾に 堪らず なりぬ。 

うち にげ かへ すで 

其 日の 中に 逃 帰らむ かと 已に心 を 決せし が、 さりと て 

ほ い こよ ひ ひとよ しんば う ゆうべ 

は 余り 本意 無し、 今夜 一夜 辛抱して、 もし 再び 昨夜の 

きた す そ 

如く 婦人の 来る こと も あらば 度胸 を据 ゑて 其の 容貌と 

その したい か は 

其 姿態 と を 観察せ む、 あはよ くば 勇 を 震 ひて 言葉 を 交 

と > ま うらみ こうせ い 

し 試むべき なり。 よしや 執着の 留 りて 怨を 後世に 訴 

ふると も、 罪な き 我 を 何 かせむ、 手に も 立たざる 幻影 



にさまで 恐る、 こと は あら じ、 と 白昼 は 何人も 爾く英 

あ ふま とき しだい 

雄になる ぞ かし。 逢 魔が 時 の 薄暗が リ より 漸次 に 元気 

衰 へつ、 夜に 入りて 雨の 降り出 づ るに 薄ら 淋しくな り 

まさ そ> ろ さくや おも ひお こ うた た 

増り ぬ。 漫に 昨夜 を 憶 起して、 転た 恐怖の 念に 堪へ 

ず、 斯 くと 知らば 日の 中に 辞して 斯塾を 去る ベ かりし、 

よしなき 好奇心に 駆られし 身 は 臆病 神の 犠牲と なれり。 

ひたすら ランプ あか つけげんき 

只管 洋灯を 明く する、 これせ めても の附 元気、 机の 

前に 端坐して 石の 如くに 身 を 固め、 心細く も 唯一 人更 

け 行く 鐘 を 数へ っゝ 「早 一時 か」 と 眩く 時、 陰々 とし 

きた めぐく V- 

て 響き 来る、 怨 むが 如き 婦人の 泣 声、 柱 を 回り 襖 を 潜 

り、 壁に 浸入る 如くな り。 



なむさん たてな ほ 

南無 三 膝 を 立直し、 立ち もやらず 坐り も 果てで、 

たまし ひ ところ やまだ 

魂宙に 浮く 処に、 沈んで 聞 こ ゆる 婦人の 声、 「山 田 

山 田」 と 我が 名 を 呼ぶ、 哬呀と 頭を掉 傾け、 聞けば 

聞く ほど 判然と 疑 も 無き 我が 名の 山 田 「山 田 山 田」 

と 呼 立つ るが、 囁く 如く 近くな リ、 叫ぶ が 如く また 遠 

たま 

くなる、 南無阿弥陀仏 コハ 堪ら じ。 

しゅゆ ま がた 

今 は ハヤ 須臾の 間 も 忍び 難し、 臆病者と 笑 はば 笑へ、 

、 わ-こ ゾ 

恥 も 外聞 も 要らば こそ、 予は 慌 しく 書斎 を 出で て 奥 



うち 

かして 途方 も 無い 学校へ 行くて つち や あ 家 を 出て、 

このごろ この あ ひだ み つ 

此頃は 庭の 竹 藪に 隠れて 居る。 此間見 着けた 時には、 

はが み い きど ほ 

腹 は 立たないで 涙が 出た ぞ」 と 切歯 をな して 憤 る。 

かたはら をん な ちゃう 

傍 ょリ 老いた る 婦人の 声と して 「これお 長、 

おつかさん にいさん がてん 

母 様 のい ふ 事 も 兄 様の おっしゃる 事 もお 前 は 合点が 

ゆ きちが ひ やう わたし なん 

行かない かい、 狂気の 様な 娘 を 持った 私 や 何とい ふ 

そのく せ 

因果で あらう ね。 其 癖、 犬に 吠えられた 時、 お 弁当の 

さい や くちふさぎ まんざら 

お菜 を 遣って 口 塞 をした 気 転なん ぞ、 満更の 馬鹿で 

ぐち こぼ 

も 無い に」 と 愚痴 を 零す 〔# ルビの 「こぼ (す)」 は 底本 

では 「に ぼ (す) 匕 は 母親なら む。 

それ 

松 川 は 腹 立 たしげ に 「其が 馬鹿 智慧 と 謂 ふもん だ、 



いたの だ。 すると 何う だ、 己に お 謝罪 を すれば 未し も 

かはいげ あんま 

可愛気が ある けれど、 いくら 寒いた つて 余りな、 山 田 

の 寝床へ 潜 込みに 1か きをった。 彼が 妖怪と 思 違 ひ をし 

いや よつ ぼ ど 

て 居る の も 否と は 謂 はれぬ。 妖怪より 余程 怖い 馬鹿 だ 

もの、 今夜 はもう 意見 をす るん ぢゃ あないから 謝罪た 

つて 承知 はしない、 撲殺す の だから 左様 思へ」 と 答と 

むちう ひ V き むすめ 

の 音 ひう と 鳴りて 肉 を 鞭つ 響せ り。 女 は ひいく 

と 泣きながら、 「姉 様 謝罪 をして 頂戴よう、 あいた、、 

姉 様よう」 と、 哀 なる 声に て 助 を 呼ぶ。 

今 姉さんと 呼ばれし は 松 川の 細君な り。 「これまで 

幾度 謝罪 をして 進げ ましても、 お前 様の 料簡が 直らな 



おき ゝぃ 

いから、 もうもう 何と 謂った つ て御肯 入れな さらない、 

わたし しょせん ひど 

妾が 謂った つて 所詮 駄目です、 あ、、 余り 酷う ござい 

お C やまら か 

ますよ。 少し 御手 柔に 遊ばせ、 あれく それ ぢゃぁ 

ほんと 

真個に 死んで しま ひます わね、 母 様、 もし 旦那って ば、 

しゃう ど 

御 一 一人で 御 折檻な さるから 仕様が無い、 ぇゝ 何う せう 

ちょっと くだ 

ね、 一 寸 来て 下さい」 と 声 震 はし 「山 田さん、 山 田 さ 

ん」 我 を 呼びし は、 さて は是 か。 
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